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大学競泳選手におけるコンディション及びスポーツ傷害調査
─本学水泳競技部に対する取り組み─
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１．研究の背景と目的

　スポーツ外傷・傷害の「surveillance」と

は，傷害の発生原因と発生頻度を明らかにす

るために，統計調査を行うことである．欧米

ではスポーツ傷害を分析し原因を特定し外

傷・障害の予防につなげる疫学的研究1）が近

年活発化している．日本でも2010年ごろよ

り，中央競技団体のスポーツ種目ごとにいく

つか報告されている．旧来の後ろ向きスポー

ツ傷害調査では，横断的で一時的な現象をと

らえるにとどまり，また傷害の定義や発生件

数のカウント方法などが統一されておらず，

スポーツ現場の傷害発生状況を的確に反映し

ているかは，判断が困難である．

　本学にはさまざまな競技の学生アスリート

が所属し，国内外の競技会で活躍している．

学生アスリートの健康や体力の評価として，

本学では健康診断および体力測定が行われて

いる．しかし，ここで評価される「健康」や

「体力」は一般的な指標であり，より高い運動

強度で活動するアスリートにとっては十分と

はいえない．特に，スポーツ活動にて発生す

る傷害を予防し競技力を高めるためには，よ

り詳細なコンディションの把握と活用が求め

られる．そこで，本研究では水泳選手を対象

に，コンディション調査およびスポーツ傷害

調査を行い，水泳競技にて発生するケガの危

険因子の把握を行うことを目的とした．

２．研究方法

　対象は，B大学水泳部競泳に所属する24名

とした．調査期間は，2011年12月から2012年

５月の７か月間とした．

　スポーツ傷害調査では，対象者各個人に対

してケガの部位，診断名，既往歴および練習

時間等を記入するシートを作成し，データを

取得した．

　コンディション調査では，四肢長・周径

囲，関節可動域，筋力，関節弛緩性，筋タイ

トネス（柔軟性），身体組成，などのデータを

取得した．
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３．結果

　慢性障害が59件，急性外傷が６件と慢性障

害の発生が多かった．部位では腰背部31件，

肩11件，膝９件だった（図１）．怪我の部位と

受傷場面を比較すると，受傷場面は競技種目

の練習中に発生していた（表１）．腰部骨盤

帯の痛みの発生は，「授業中に座っていると

痛みを感じるようになった」とのコメントが

複数あり，競技活動の時間帯以外に痛みに気

がついたり，日常生活で何らかの支障をきた

していることが推察された．

　泳いだ距離について，７か月間で最も泳い

だ学生は，1,126,350 m，対象者の平均泳距離

は792,028.3mだった．慢性障害の発生は７か

月間で一人当たり約2.5件発症していたが，泳

いだ距離と，慢性障害の発生に強い関係はみ

られなかった．チーム内の距離当たりの障害

発生数は，肩痛は10kmあたり0.13件，腰痛は

10kmあたり0.4件発生しており，何らかの慢

性障害が10kmあたり0.7件発生していた（表

２.３）．

　全体の泳距離を中央値で分け距離長群と距

離群に分けたところ，群内の慢性障害の発生

件数は距離短群が少なかった．一方，10km

あたりの群内の慢性障害発生件数において

は，距離短群の発生数が多くなっており，泳

距離と傷害発生が単純には関係しないことが

示唆された．今後はより詳細な分析が必要と

考えられた．

図1　12月〜6月の傷害発生部位と種類

表1　ケガの部位と受傷場面による分類  7ヵ月間

表2　慢性障害発症件数と距離の関係

表3　距離別の慢性障害発症件数

４．今後の課題
　コンディション調査の評価については評価

項目の選定および評価法の検討が十分ではな

く，今回は，泳距離と障害発生状況を考察す

ることとなった．今後は，評価のためのマン

パワーを確保するなどしてコンディションと

泳距離と，障害発生についてさらに分析をす

すめたい．

　スポーツ傷害予防システムとは，①スポー

ツ傷害調査による「怪我の問題点把握」，②コ

ンディション調査による「怪我の危険因子の

抽出」，③抽出された危険因子に対する「傷害

予防トレーニングによる介入」，④「予防効果

の検証」の四段階である．そのため本研究で

は来年度以降，同様の調査を継続し怪我の危

険因子を特定し，効果的な予防トレーニング

を実施していくべきだと考える．また今回の
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システムを本学の他の部活動に対しても提供

し，学生アスリート支援システムの構築を図

っていくことが望まれる．
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